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要 旨

断酒会に所属する会員に対し，断酒会入会から現在の飲酒・断酒に関する行動について，婚姻による影響を明らかにすることを目

的に分析した．断酒会会員２９４人を調査対象とし，質問紙および留置き法で行った結果，回収率は５６．８％（１６７名：男性１５０名，女性

１７名）であった．調査対象者の平均年齢は５８．６±１１．１（mean±SD）（男性５９．７±１０．５，女性４８±１１．７）歳であった．既婚率は８１．４％

（１３６名），未婚率は１５．６％（２６名），未記入率３．０％（５名）であった．調査内容は，１）婚姻状況に加えて，２）婚姻状況，断酒会へ

の参加状況，断酒会の有用性などに関する１１の質問項目，３）アルコール問題による家庭問題などに関する２つの質問項目，合計１４

の質問項目であった．断酒会入会から現在の断酒に至るまでの過程について婚姻の有無による影響があるかどうかについて比較した．

その結果，アルコール問題により家庭を破壊した後に家庭を修復した経験（χ２＝１２．２９，P＝０．０００５）以外は，有意差はみられなかっ

た．婚姻の有無に関わらず，断酒会への満足度は高く，断酒継続に強い影響を及ぼしていることが推察された．
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はじめに

アルコールは，上手に付き合うことさえできれば，生

活の潤滑油となり，健康増進につながり，明日への活力

とエネルギー源にも利用できる１）．しかしながら，我が

国の飲酒人口は，年々増加傾向にあり，約６５００万人と推

定され，そのうち２３６万人が大量飲酒者（その飲酒量は，

日本酒に換算し約５合半）されている２，３）．

アルコールは，身体依存及び精神依存を引き起こす精

神作用物質であり，飲酒の仕方をあやまった場合には，

仕事や家庭における深刻な問題を引き起こす４）．アルコ

ール依存症は，進行性，致死性の疾患であるが，適切な

治療によって回復する．しかしながら，治療に結びつけ

ることが難しい．本人も，周囲も，酒の問題からは目を

そらしがちとなり，現実を冷静に検討すれば，飲酒問題

は明らかなのに，それを認めない．もしくは飲酒問題は

認めても，自力で対処できると強弁し，病気とは認めな

い．それゆえ，アルコール依存症は「否認の病気」と考

えられている．否認はアルコール依存症からの回復にと

ってもっとも重要な問題である．

アルコール依存症者が断酒を継続するための社会復帰

プログラムとして断酒会や AA（Alcoholics Anonymous）
のセルフヘルプ・グループ活動が高い評価を得ている５）．

断酒継続には，共通の課題や問題を志向する仲間と出会

い，継続的な相互作用を蓄積する過程が有効であり，こ

れは「分かち合い・ひとりだち・ときはなち」６）と呼ば

れるセルフヘルプ・グループの機能である．また断酒の

継続には患者だけでなく家族の存在も大きく，家族や支

援者がいることが断酒率に大きく影響している．このこ

とから断酒をしていくためには家族ないしは支援者の存

在が必要不可欠である７，８）．

アルコール依存症患者の家族を対象とした研究では，

家族に入院させられたと感じている一部の人達には家族

教室が効果を示さない例もみられ，家族システムの変容

効果を調査の焦点をあてた報告９）はあるが，家族の中で

も配偶者に焦点を当てた研究は見当たらない．

したがって，断酒会に所属する既婚者にとって配偶者

の存在は断酒継続関係があるのか，飲酒による家庭崩壊

の状況を明らかにすることは，今後断酒会入会者および

その家族への支援に活かすことができるため，その意義

は大きい．そこで本研究では，筆者ら１０）が先に報告した

調査結果を基に，断酒会入会者の断酒と婚姻との関係を

明らかにする．

目的

本調査では，断酒会に所属する会員に対して，断酒に

おける断酒会の有用性と飲酒による家庭問題についての

状況を婚姻の有無別に比較し，その関係を明らかにする．

Summary
The purpose of this research is to clarify influence of the marriage about the family situation by alcohol-related

problems, and participating situation to the self-help group for alcoholics “Danshu-kai”（Japan Sobriety Association,
JSA）for total abstinence etc. A mail survey and/or a placement method survey on alcohol dependency were
conducted in two prefectures. Participants were ２９４ patients who are affiliated with JSA and had been treated
for alcoholism. The response rate was ５６．８％（１５０males，１７ females）．Subjects’ average age was５８．６±１１．１（mean
±SD）years（male，５９．７±１０．５；female，４８±１１．７ years）．The average of the first alcoholic experience of them
was at the age of １８．４±６．３．Twenty eight men（１８．６％）and five women（２９．４％）started drinking at the age of
less than１５ years old. Average duration of drinking was ２５．４±１１．３ years （male，２６．４；female，１６．５ years），
and average abstinence periods were １０．１±９．５ years（male，１０．６；female，４．５ years）．A married rate was ８１．４％
（n＝１３６），unmarried rate was １５．６％（n＝２６），and unanswered rate was ３．０％（n＝５）．The questionnaire is
composed of１４ items that１）marital status，２）１１ question items about the participating situation to the JSA,
and the usefulness of the JSA, etc．，３）２question items about the family situation by alcohol-related problems.
Statistically significant difference was obtained in experience which recover from a dysfunctional family in the
married group（χ２＝１２．２９，p＝０．０００５）．However, there was no statistical difference in the other items in both
groups. These results suggest that１）participants very satisfied with the JSA regardless of the marriage
status，２）JSA had done positively impact on continuation of total abstinence.

Keywords : Alcohol addiction, “Danshu-kai”（Japan Sobriety Association），Marital status
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調査方法

１．調査対象者：A県中央部の a断酒会，b断酒会，B
県東部に位置する c断酒会，同じく B県北部山間部の d
断酒会に所属する断酒会会員２９４人を調査対象とし，そ

のうち回答のあった１６７名を対象とした．

２．属性：１６７名のうち男性１５０名，女性１７名であった．

平均年齢は５８．６±１１．１（mean±SD）（男性５９．７±１０．５，
女性４８±１１．７）歳であった．飲酒歴は平均２５．４±１１．３年

（男性２６．４年，女性１６．５年）であった．断酒期間は１０年

１か月±９年６か月（男性１０年７か月，女性４年６か月）

であった．既婚者は１３６名（８１．４％），未婚者は２６名

（１５．６％），未記入者５名（３．０％）であった．

３．調査方法：調査用紙は，事前に各断酒会長の許可を

得た上で，郵送もしくは断酒会役員に直接手渡して配布

した．

４．調査内容：調査項目は，１）婚姻状況に加えて，

２）断酒会への参加状況，断酒会の有用性などに関する

項目として，�断酒会入会のきっかけ，�断酒例会への
出席状況，�断酒会の満足状況，�断酒会への出席が生
活に及ぼす影響，�断酒会への出席で断酒できるか，�
断酒会への出席で友人ができたか，�断酒会でできた友
人は心の支えか，�断酒会での体験が飲酒の歯止めにな
っているか，	自分にとって断酒会はどのような存在か，

断酒会に出たくない気持ちの有無，�最初から断酒会
に参加しやすかったか，３）アルコール問題による家庭

問題などに関する項目として，�アルコール問題により
家庭を崩壊した経験，
家庭を修復した経験の合計１３項
目について婚姻別に分析した．

５．調査期間：２００５年６月中旬から２００５年８月末であっ

た．

６．分析方法：各調査項目について，クロス集計を行い

フィッシャーの正確確率検定を行った．有意水準は，５％

以下とした．分析に用いた統計ソフトは SPSS１１．０Jで
あった．

７．倫理的配慮：断酒会場に足を運び，断酒会会員に研

究の意義と目的，および個人が特定されないように十分

にプライバシーには配慮することや，研究以外には調査

結果を用いない旨説明した．郵送での返送をもって同意

が得られたものとした．

結果

断酒会入会のきっかけについては，既婚者で，断酒会

入会は自分の意思と回答した人は５０人（４２．７％），他人か

らの勧めと回答した人は６７人（５７．３％），未婚者はいずれ

も１１人（５０．０％）で，婚姻の有無による有意差はみられ

なかった（表１－a）
断酒例会への出席状況については，既婚者で，断酒会

に毎月参加していると回答した人は９６人（８０．７％），時々

・気が向いたときだけ・調子が悪いときと回答した人は

２３人（１９．３％）であった．未婚者で断酒会に毎月参加し

ていると回答した人は２１人（８０．８％），時々・気が向いた

ときだけ・調子が悪い時と回答した人は５人（１９．２％）

で，婚姻の有無による有意差はみられなかった（表１－

b）．
断酒会の満足状況については，既婚者で満足してい

る・やや満足していると回答した人は８５人（７０．９％），普

通と回答した人は２９人（２４．２％），やや不満・不満と回答

した人は６人（５．０％）であった．未婚者で，断酒会に

満足している・やや満足していると回答した人は１８人

（７２．０％），普通と回答した人は６人（２４．０％），やや不

満・不満と回答した人は１人（４．０％），婚姻の有無によ

る有意差はみられなかった（表１－c）．
断酒会への出席が生活に及ぼす影響については，既婚

者で断酒会が生活にかなり影響していると回答した人は

８４人（７０．６％），あまり関係ない・どちらともいえないと

回答した人は３５人（２９．５％）であった．未婚者で断酒会

が生活にかなり影響していると回答した人は２０人

（７６．９％），あまり関係ない・どちらともいえないと回答

した人は６人（２３．１％）で，婚姻の有無による有意差は

みられなかった（表１－d）．
断酒会への出席で断酒ができるかどうかについては，

既婚者で出席により断酒ができると回答した人は１１６人

（９５．１％），断酒できないと回答した人は６人（４．９％），

未婚者で断酒ができると回答した人は２５人（９６．２％），断

酒できないと回答した人は１人（３．８％）で，婚姻の有

無による有意差はみられなかった（表１－e）．
断酒会への出席で友人ができたかどうかについては，

既婚者で断酒会の出席により友人ができたと回答した人

は１１２人（９４．１％），できないと回答した人は７人（５．９％），

未婚者で，友人ができたと回答した人は２５人（９６．２％），

できないと回答した人は１人（３．８％）で婚姻の有無に

よる有意差はみられなかった（表１－f）．
断酒会でできた友人は心の支えかどうかについては，

既婚者では断酒会で出来た友人は心の支えと回答した人

は１０７人（９５．５％），心の支えでないと回答した人は５人

（４．５％）であった．未婚者で心の支えと回答したのは

２３人（９２．０％），支えでないと回答したのは２人（８．０％）

であり，婚姻の有無による有意差はみられなかった（表

１－g）．
断酒会での体験談は飲酒の歯止めになっているかどう
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かについては，既婚者で断酒会での体験談が飲酒の歯止

めになっていると回答した人は１０８人（９２．３％），歯止め

にならないと回答した人は９人（７．７％），未婚者で歯止

めになっていると回答した人は２４人（９２．３％），歯止めに

ならないと回答した人は２人（７．７％）であった．結婚

の有無による有意差はみられなかった（表１－h）．
断酒会は自分にとってどのような存在かについては，

既婚者で断酒会が貴重な存在と回答した人は１０５人

（８６．１％），あまり関係ない・どちらともいえない１７人

（１４．０％），未婚者で断酒会が貴重な存在と回答した人は

２３人（８８．５％），あまり関係ない・どちらともいえないと

回答した人は３人（１１．５％）であった．婚姻の有無によ

る有意差はみられなかった（表１－i）．
出来ることなら断酒会には出たくないについては，既

婚者で，断酒会に出たくない思うことが全然ないと回答

した人は４３人（３８．４％），時々ある・仕方なく参加・どち

らともいえないと回答した人は６９人（６１．７４％）であっ

た．未婚者で断酒会に出たくない思うことが全然ないと

回答した人は８人（３０．８％），時々ある・仕方なく参加・

どちらともいえないと回答した人は１８人（６９．２％）であ

った．婚姻の有無による有意差はみられなかった（表１

－j）．
断酒会に最初から参加しやすかったかどうかについて

は，既婚者で最初から参加しやすかったと回答した人は

６１人（５１．７％），参加しやすくなかったと回答した人は５７

人（４８．３％），未婚者で参加しやすかったと回答した人は

１４人（５６．０％），参加しやすくなかったと回答した人は１１

人（４４．０％）であった．婚姻の有無による有意差はみら

れなかった（表１－k）．
アルコール問題により，家庭を崩壊した経験（家族の

メンバーがバラバラになった，もしくは，離婚の危機に

立たされた）があるかどうかについては，既婚者で経験

があると回答した人は７４人（６４．３％），経験がないと回答

した人は４１人（３５．７％），未婚者で経験があると回答した

人は１６人（６１．５％），経験がないと回答した人は１０人

（３８．５％）であった．婚姻の有無による有意差はみられ

なかった（表１－l）．
アルコール問題により家庭を崩壊（家族成員がバラバ

ラになった，もしくは離婚の危機に立たされた）した後

に家庭が修復（断酒によって家族関係が修復され，家族

が一緒に生活できるようになった）したかどうかについ

ては，既婚者で修復したと回答した人は６３人（９０．０％），

修復しなかったと回答した人は７人（１０％），未婚者では，

修復したと回答した人は５人（５０．０％），修復しなかった

と回答した人は５人（５０．０％）であった．既婚者で家庭

を崩壊した後に家庭を修復したと回答した人が有意に多

かった（χ２＝１２．２９，p＝０．０００５）（表１－m）．

考察

断酒会入会から現在の断酒に至るまでの過程について，

婚姻が影響しているかどうかについて分析した結果，ア

ルコール問題により家庭を崩壊した後に家庭を修復した

経験以外には，有意な差はみられなかった．

既婚断酒会員の７０．９％，未婚断酒会員の７２％が断酒会

に満足しており，既婚断酒会員の９５．５％，未婚断酒会員

の９２％が断酒会でできた友人が心の支えであると答えて

いる．また既婚断酒会員・未婚断酒会員ともに９２．３％が

断酒会での体験談が飲酒の歯止めになっていた．すなわ

ち会員の婚姻の有無にかかわらず断酒会に満足し，心の

支えとなる友人ができ，また飲酒の歯止めになっている

ことが推察された．

断酒会が断酒会入会者に断酒を継続させる要因として

断酒会のセルフヘルプ・グループとしての機能そのもの

が考えられる．断酒会はセルフヘルプ・グループであり

共通の問題を抱えている当事者が相互援助を目的として，

基本的には当事者自身が作った自主的な活動を行うグル

ープである．調査対象となった断酒会は，断酒会でなけ

れば断酒は無理であるという立場をとっており，縦組織

の形を取り，断酒会会長（又は理事長），副会長（同，副

理事長）の下に酒害者が集結し，その中で断酒を継続し

つつ頑張っていく形態である．この例会に参加すること

により，自分と同じ問題を抱える人たちがいることを知

り，自分だけではないと思い，配偶者や親・兄弟でも言

えない事もグループ内では本音で語り合うことができる

ようになる．このような機能を果たすグループ活動につ

いて，如澤ら１１）がグループメンバーやスタッフとの関わ

りを通して，他者に関心を持ち，自分自身についての理

解を深め，相互に作用し変化成長すると述べている

断酒会入会のきっかけについては，既婚の断酒会員で

は「他人からの勧め」と回答した人が「自分自身の意思」

より少し上回っており，未婚者の回答は同等であった．

しかし，断酒会への出席状況は「毎月参加している」と

回答した人はいずれも約８割，満足度については「満足」

「やや満足」と回答した人が，約７割であった．このよ

うに，断酒会にある程度満足していることが推察された．

断酒会の出席が生活に及ぼす影響については，婚姻の有

無に関わらず，約７割の人が「かなり影響している」と

回答しており，ほとんどの人が「断酒できる」と回答し

ている．岡田１２）のアルコール依存者の長期断酒体験につ

いての研究によると，異常な飲酒によって自分を見失い，

周囲の人との関係も崩壊し，「孤独」「絶望」に至るま
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a．断酒会入会のきっかけ 自分の意志
n（％）

他人の勧め
n（％）

χ p

n＝１３９ 既 婚 ５０（４２．７） ６７（５７．３）
０．４０ ０．５３

未 婚 １１（５０．０） １１（５０．０）

b．断酒例会への出席状況 毎 月
n（％）

時 ・々気が向いた
時・調子が悪い時

n（％）
n＝１４５ 既 婚

０．０００１３ ０．９９
９６（８０．７） ２３（１９．３）

未 婚 ２１（８０．８） ５（１９．２）

c．断酒会の満足状況 満足・やや満足
n（％）

普 通
n（％）

やや満足・不満
n（％）

n＝１４５ 既 婚
０．０４７ ０．９８

８５（７０．９） ２９（２４．２） ６（５．０）
未 婚 １８（７２．０） ６（２４．０） １（４．０）

d．断酒会への出席が生活に及ぼす影響
かなり影響

n（％）

あまり関係ない・ど
ちらもといえない

n（％）
n＝１４５ 既 婚 ８４（７０．６） ３５（２９．５）

０．０５ ０．８２
未 婚 ２０（７６．９） ６（２３．１）

e．断酒会への出席で断酒できるか
断酒できる

n（％）
断酒できない

n（％）
n＝１４８ 既 婚 １１６（９５．１） ６４（４．９）

０．０５ ０．８２
未 婚 ２５（９６．２） １（３．８）

f．断酒会への出席で友人ができたか
できた
n（％）

できない
n（％）

n＝１４５ 既 婚 １１２（９４．１） ７（５．９）
０．１７ ０．６８

未 婚 ２５（９６．２） １（３．８）

g．断酒会でできた友人は心の支えか
支え

n（％）
支えでない

n（％）
n＝１３７ 既 婚 １０７（９５．５） ５（４．５）

０．５３ ０．４７
未 婚 ２３（９２．０） ２（８．０）

h．断酒会での体験が飲酒の歯止めになっているか なっている
n（％）

なっていない
n（％）

n＝１３７ 既 婚 １０８（９２．３） ９（７．７）
０．００ １．００

未 婚 ２４（９２．３） ２（７．７）

i．自分にとって断酒会はどのような存在か 貴重な存在
n（％）

関係ない・どち
らともいえない

n（％）
n＝１４８ 既 婚 １０８（９２．３） １７（１４．０）

０．１１ ０．７５
未 婚 ２４（９２．３） ３（１１．５）

j．断酒会に出たくない気持ちの有無
なし

n（％）

時々ある・仕方
なく参加・どち
らともえいない

n（％）
n＝１３８ 既 婚 ４３（３８．４） ６９（６１．７）

０．５３ ０．４７
未 婚 ８（３０．８） １８（６９．２）

k．最初から断酒会に参加しやすかったか はい
n（％）

いいえ
n（％）

n＝１４３ 既 婚 ６１（５１．７） ５７（４８．３）
０．１５ ０．７０

未 婚 １４（５６．０） １１（４４．０）

l．アルコール問題により家庭崩壊した経験 あり
n（％）

なし
n（％）

n＝１４１ 既 婚 ７４（６４．３） ４１（３５．７）
０．０７ ０．７９

未 婚 １６（６１．５） １０（３８．５）

m．家庭を修復した経験 あり
n（％）

なし
n（％）

n＝８２ 既 婚 ６３（９０．０） ７（１０．０）
１２．２９ ０．０００５

未 婚 ６（５０．０） ６（５０．０）

表１ 婚姻状況と断酒との関係

質問項目
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で追い詰められた状況下で，断酒会や仲間，信頼のおけ

る医療従事者の存在に出会ったとき，「救われた」「生

きる場所をみつけた」といった希望を見出していくこと

ができる．そして「仲間のため」「先生のため」に断酒

の決意をすると述べている．したがって，断酒例会への

出席により心の支えとなる友人ができたこと，そして会

のなかで話される体験談をもとに自己洞察することが飲

酒の歯止めの一つの要因になっていると考える．

断酒会のとらえ方については，断酒会の存在について，

「自分にとって貴重な存在」と回答した人は約９割であ

った．そのことから断酒会が心のよりどころとなってい

ることが伺われる．しかし，「最初から参加しやすかっ

た」と回答した人は約５割，「断酒会に出たくないと思

うことが時々ある」と回答した人は約５割，アルコール

問題より，「家庭を崩壊した経験がある」と回答した人

は約６割であった．

アルコール依存症者の飲酒動機はさまざまであるが，

連続飲酒などが原因で人間関係を崩しながら，人間関係

を閉ざして社会的に孤立していく．このような悪循環の

結果たどり着いたのが病院である．アルコール依存症治

療のために紹介された断酒会で，自分と同じ問題を抱え

る友達がいることを知り，次第に自分の失敗談や罪悪感

などを表出できるようになる．他の会員が受け止めてく

れたとき，自分を肯定的に受け止められるようになる．

また他の会員に自分の体験を伝えることで自己理解が深

まる．これらの機能が働くには，自己開示できること，

会員が悩み・気持ち・体験を十分に話し，会員同士で共

有することが必要である１３）．

ここからは，断酒と婚姻との関係について考察したい．

今回の被調査者の８割は既婚者であり平均断酒期間は

１０年以上の長期間にわたる．大草ら１４）はアルコール依存

症入院患者の退院後の動向調査を行い離婚が治療の途中

放棄に関係していると考えられたと指摘している．この

ことから，被調査者が１０年以上も断酒している背景には

婚姻が影響を及ぼしていることが推察される．

アルコール問題により家庭崩壊後，家庭修復したかど

うかについては，既婚者で家庭を修復したと回答した人

が有意に多かった．調査対象者の平均年齢５８．６±１１．１歳

から考えると飲酒開始年齢からアルコール依存症に移行

するまでに，長期の飲酒期間を要している可能性がある．

断酒会に入会し，長期に断酒を継続できる人は離婚の危

機が過去にあったとしてもそれを何とか免れてきた人た

ちと推察される．

断酒会は家族の凝集性を強化することで酒害を克服し

ようとする家族療法の側面を持っている．家族療法とし

ての断酒会の特徴は，悪循環を生む対称的関係が優位す

る家族システムを，良循環を生む凝集性の高いシステム

に変換する点にあるといえる９）．

大野１５）の断酒会既婚者の意識変容に関する研究による

と，断酒会は断酒継続を支えはしても，その断酒継続が

アルコール依存症の派生的症状ともいえる夫婦関係の悪

化からの回復には関連しない．しかし，夫婦問題への否

認という第２の否認（飲酒の背後にある諸問題の否認）

を解くと，断酒継続とともに夫婦関係を回復する可能性

があるとされている．婚姻状態であっても，言い争うこ

とが多く，家庭内で何週間も口をきかない状態の形ばか

りの夫婦関係であれば，断酒継続に悪影響がある．つま

り，夫婦関係が良好か否かが断酒継続に影響を及ぼす．

今回家庭修復の過程についてまでは調査していないため，

詳細を明確にできないが，夫婦関係の回復には断酒に加

え，夫婦関係について意識を向ける関わりが必要と考え

る．また，家族が受けた酒害からのトラウマにどのよう

に関わるかも重要である．

しかし，本研究の限界性は，断酒会入会後に退会する

者が定着するものよりも圧倒的に多いという現状からす

れば，断酒会の退会者を含めたものでないことである．

今後は，この点を考慮に入れて調査を進めていきたい．

おわりに

断酒会入会から現在の断酒に至るまでの過程について

婚姻の有無による影響があるかどうかについて調査した．

断酒会員の９割以上の者が断酒会に満足しており断酒会

で友人ができ心の支えとなり，また断酒会での体験談が

飲酒の歯止めになっていると考えられた．被調査者の８

割は既婚者であり平均断酒期間は１０年以上の長期間にわ

たる．このことから，婚姻が断酒に影響を及ぼしている

ことが推察された．

アルコール問題により家庭崩壊後に家庭修復したかど

うかについては，既婚者で家庭崩壊後に家庭を修復した

と回答した人が有意に多かった．アルコール依存症に至

るまでには，飲酒開始年齢からアルコール依存症に移行

するまでには，長期の飲酒期間を要し，また年齢的にも

既婚している年齢に達している可能性がある．断酒会に

入会し，長期に断酒を継続できる人は離婚の危機が過去

にあったとしてもそれを何とか免れてきた人たちと推察

された．

今後さらに，家庭修復にいたる要因を調査し，夫婦関

係について意識を向ける関わりや，家族が受けた酒害に

よるトラウマに対する関わりの一助としたい．
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